
令和２年度　上川町国民健康保険事業実績のお知らせ

○被保険者の状況
世　帯　数 被　保　険　者　数

被保険者 住民基本
台帳

国保
加入率

総数
Ａ

一般
被保険者

退職
被保険者

町人口
Ｂ

加入率
（Ａ /Ｂ）Ｃ

令和２年度 525 1,963 26.7 774 774 0 3,367 23.0

令和元年度 541 1,988 27.2 797 797 0 3,471 23.0

平成 30 年度 558 2,026 27.5 832 828 4 3,551 23.4

年度（平均）

区分

世帯 世帯 ％ 人 人 人 ％人

○医療費の状況
R2 医療費総額は

３億 2,705 万円
前年度と比べて

143 万円（0.4％）減りました。

区分 平成 30年度 令和元年度 令和２年度

一般 ３億 9,443 万円 ３億 2,847 万円 ３億 2,705 万円

退職 82 万円 １万円 ０円
合計

（前年比）
３億 9,525 万円

（4.5％）
３億 2,848 万円

（△ 16.9％）
３億 2,705 万円

（△ 0.4％）

【費用額および件数内訳】

費
用
額

医科入院１億 5,129 万円
46.3％

医科外来 9,691 万円
29.6％

歯科 1,717 万円 5.2％

調剤 5,647 万円
17.3％

療養費 521 万円 1.6％〈総額３憶 2,705 万円〉

医科入院 267 件 2.3％ 〈総件数 11,676 件〉

医科外来 5,792 件
49.6％

歯科
972 件
8.3％

調剤 4,278 件
36.7％
療養費 358 件 3.1％

件
数

R2 一人あたりの医療費は

41 万 5,817 円
前年度と比べて

3,670 円（0.9％）増えました。

R ２

R １

H30

41 万 5,817 円（順位未確定）

41 万 2,147 円（全道 157 団体中 59 位）

47 万 5,054 円（全道 157 団体中 15 位）

　普段から病気にならないように、「食事・運動・生活習慣」
に気をつけるぽわん♪
　特定健診やがん検診を受けて体をチェックするぽわん♪

●医療費抑制に向けて
　令和２年度の医療費総額は前年度比で 0.4％減少し、一人当たりの医療費は 0.9％増加しました。入院
の１件あたりの費用が高額化していますが、調剤の１件あたりの費用は減少しています。
　全道水準でみてみると町の国保加入者一人あたりの医療費は下がりましたが、引き続き医療費を抑制
するために、国保加入者一人ひとりが食生活を見直すことや運動に取り組むことなど、規則正しい健康
的な生活を送ることに心がけ、しっかり病気を予防することが大切です。

上川消防署層雲峡出張所のはしご車を更新

　　　　　屈折はしご付消防自動車を導入

　新しい屈折はしご付消防自動車は、 車体を小型化したこ

とにより、 機動性が向上し、 最大地上高 25 ｍのはしごを

装備しています。 装備しているはしごは、 先端から約 6 ｍ

の部分で屈折する機能があり、 真っ直ぐにしか伸びないは

しごと比べ、 障害物を回避しやすい構造となっており、 従

来のはしご車より、 多様な場所に到達することが可能です。

　また、 送水専用の配管を装備し、 他の消防車から送水を

受けることで、 従来と比べ大量の水を放水することが可能

です。 装備しているはしごの特徴を生かし、 高所のみなら

ず、 低所への接近もできることで、 様々な災害で活躍が期

待できる車両です。

車両寸法

全長 ： 9,000mm 全幅 ： 2,490mm 全高 ： 3,650mm

車両総重量 ： 16,750k 総排気量 ： 8,860cc

乗車定員 ： 6 人

最大地上高 ： 25 ｍ

最低地上高 ： マイナス 6 ｍ

配置年月日　令和３年１０月１９日

～秋の火災予防運動（10 月 15 日～ 10 月 31 日）～

　上川消防署と町消防団が行う、秋の火災防ぎょ
訓練が 10 月 19 日に層雲峡 朝陽リゾートホテル
前で行われました。訓練では、署員や団員が連
携しながら迅速な消火活動にあたり、今回更新
配備された「屈折はしご付消防自動車」も出動。
ホテル上階に取り残された要救助者の救出活動
が行われるなど、災害に備え本番さながらの訓
練が行われました。
　訓練終了後は佐藤町長より、「新型コロナの影
響で団員達も思うような訓練ができない中、そ

のハンデを感じさせず力強い動きで心から感謝
している。地域防災の要は消防。町民も期待し
ているので今後も鍛錬を重ねてほしい。」との言
葉がありました。
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